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《セミナー》 

 

ゼータ電位・粒子径測定 セミナー 

～コロイド粒子の分散評価から平板ゼータ電位測定まで～ 

 

科学分析支援センター 藤原 隆司 

 

開催日：平成 26 年 9 月 22 日（火） 13:00〜17:00 

ご協力：大塚電子株式会社 

出席：27名 

 本セミナーは，大塚電子株式会社様のご好意によって，講演と持ち寄り試料によるデモ測定の 2 部構

成で開催された．ナノ粒子とは一般に様々な物質をナノメートルオーダー（ナノメートル = 10
-9

 m = 10 Å）

の粒子にしたものの総称である． ナノ粒子は，その粒子の大きさの特徴から，一般的な大きさの固体（い

わゆるバルク）の材料とは異なる特有の物性を示すことなどから，様々な分野で研究・利用が進められて

いる．セミナーのタイトルにあるように，溶液中に分散するナノ粒子のゼータ電位・粒子径の測定は，粒子

の分散・凝集の評価において非常に重要なパラメータである．本セミナーでは、光散乱を用いた粒子径

およびゼータ電位の測定原理を紹介し、希薄から濃厚サンプルの粒子測定やフィルムなどの平板状サン

プルのゼータ電位測定まで様々な分析事例の紹介を通じて，ゼータ電位・粒子径測定から得られるデー

タの評価や解釈の仕方の基本についての説明があった． 

 講演後は実機によって，希望者による持ち込みサンプルのデモンストレーション測定を行った．教員・学

生共に実際に目の前にある装置から得られたデー

タを測定担当者から丁寧な説明を受けていた． 

 講演には理学部，工学部の中から様々な学科の

教員，学生が参加しており，この種類の測定が幅

広い分野に渡って必要であることを実感した．この

ことから共通機器としての存在も充分に期待され，

導入によって多方面での活用が期待される装置で

もあることを感じた． 

 

セミナー後のデモ風景 




